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<IR> networks
worldwide now have
over 750 participants
  
Businesses find <IR> networks help them
implement Integrated Reporting by giving
them important insights, the ability to test
ideas and learn from peers. At its roots
<IR> is market-led, responding to the
needs of businesses to improve the way
they communicate their value creation
story. Therefore, businesses find that
collaborating and sharing experiences is
the best way to get the most out of their
move towards <IR>.

As a result <IR> networks are growing,
with more opportunities for organizations
to collaborate with national and industry
peers as well as international businesses,
to explore how to evolve their integrated
thinking and reporting practices.

<IR> networks are instrumental
in increasing the pace and scale of <IR>
adoption with the number of participants
now at over 750. The IIRC is collaborating
with many organizations around the world
to run these networks, including stock
exchanges, institutes, businesses and
industry associations. For example, the
Confederation of Indian Industry and the
Brazilian Development Bank are leading
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仮訳：株式会社エッジ・インターナショナル
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市場ニーズに合う 
＜統合報告＞トレーニング 
開発へのご協力を
IIRC では本日、フィードバックのための「統合報告
Competence Matrix」初稿をリリースする。同マトリック
スの狙いは、「統合報告」を効果的に実践するのに不可欠な
スキルと経験について、市場に明確な指針を提供することで
ある。IIRC がこれまで設定してきたコンピタンスの領域は、
すでに報告に取り組んでいる組織が有する専門的なスキル
の上に構築されていることは明白だが、IIRC が必要不可欠
と考えている焦点項目に重要な変化が生じていることも視
野に入れつつ、単に効果的な統合報告を目指すだけでなく、
組織の目的や戦略の核心において価値創造を行えるように
このマトリックスを開発した。

IIRC では、本プロジェクトに臨むにあたり、市場主導型の
アプローチを採用し、現地の慣行や要件に合わせて異なる
コンテキストで適用が可能となるグローバルな提案を目指し
ている。

● アウトカムベース：IIRC は、必要な学習のアウトカム
を設定し、「原則ベース」のアプローチを採用している。
これは、数多くの機関や専門職の人びとが求めている
アプローチである。同時に、「国際統合報告フレームワー
ク」自体に採用されている原則ベースのアプローチとも
合致している。したがって、コンピタンス・マトリック
スを利用される方は、「統合報告」実施に向けたプロセ
スを通じ、ステップ・バイ・ステップの指針が提供され
ることは期待しないでいただきたい。IIRC は、「統合

レポートウォッチ :

保証・アドバイザリー
ファームである Nkonki
は南アフリカの国営企
業による「統合報告」

に対する 4 回目の年次
レビュー調査結果をリ

リースする。
そして「統合報告ビ
ジネス・ネットワー
ク」に参加している
Transnet が、その

Integrated Reporting 
Award を受賞。

------------------

「統合報告ビジネス・
ネットワーク」に参加し
ている Diesel & Motor 
Engineering は、Sri 

Lanka’s Excellence in 
Institute of Certified 

Management 
Accountants による

Integrated Reporting 
Awards 2015 を受賞。

------------------

あなたの統合報告書、

http://integratedreporting.org/ir-competence-matrix/
http://integratedreporting.org/ir-competence-matrix/
http://www.nkonki.com/images/integrated-reporting/SOC/2015/Nkonki_SOC_Integrated_reporting_Brochure_Web.pdf
http://www.nkonki.com/images/integrated-reporting/SOC/2015/Nkonki_SOC_Integrated_reporting_Brochure_Web.pdf
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報告」を採用する各組織が置かれている個々の状況を
参照すること、および市場における先進的な実践から
学ぶことによってこそ、最良のプロセスを実現できると
一貫して信じているからである。

● 統合思考の埋め込み：これまで、組織にとって要件と
なるコンピタンスが「統合報告」のこうした重要な側面
を適切にカバーできるよう強化すべく、統合思考を強
調してきた。事実、マトリックスが提案しているコンピ
タンスの 4 領域のうち 3 領域が、報告に関するより広
汎な側面に関連しているといえる。

● ガバナンスとのリンク：IIRC では、マトリックスの提案
により、コーポレート・ガバナンスと報告の関係をより
緊密なものとするよう目指している。特に、組織のリー
ダーたちと取締役会の役割を採りあげ、初めて「統合
報告」に取り組む人たち、とりわけ、取締役および組
織の監督責任者に関連するマトリックスに、「入門編」
的な学習成果例を掲載している。

● 全体ビジネスの視点：報告プロセスは重要であり、統
合報告自体の準備に関連する学習のアウトカムをそれ
に含めてきたが、IIRC では、統合報告実践者がプロ
セスのみに焦点をしぼるべきだとは考えていない。「統
合報告」要件を、組織全体の戦略およびその事業範
囲にリンクするためには、より広範な見通しが必要と
なる。したがって、IIRC は、変革に向けた管理とリー
ダーシップといったコンピタンスに関する領域、すなわ
ち、組織の内部と外部における広範囲な相互作用に関
与する「ビジネス全体の報告」との関連で不可欠な領
域を含めることにした。

「統合報告」コンピタンス・マトリックスの草稿版は、
2015 年 9 月16 日まで、閲覧およびフィードバックなど
の各種利用が可能となっている。IIRC では、「統合報告
Competence Matrix」および関連資料を読んでいただき、
オンライン調査を使用して IIRC にフィードバックをお寄せい
ただくよう、全ステークホルダーにお願いしている。

このコンピタンス・マトリックスは、広範な国や組織から選
抜したアドバイザリー・グループの利益となるよう、IIRC が
開発した。IIRC では、コンピタンス・マトリックス開発のため、
教育の専門知識を提供する ACCA の役割についても認めて
いる。

またはあなたの組織の
「統合報告」を奨励する

ために発刊したリソー
スについて我々に知ら
せるための Email は

info@theiirc.org です。

新しいリソース :

PwC は Integrated 
Reporting 

Implementation 
Guide をリリースする

そして

CPA Canada は
「Evolving corporate 
reporting landscape: 
Integrated reporting, 

sustainability 
reporting and ESG 

reporting」を 
リリースする。

ブログ :

IIRC Germany の 
リージョンリード 
である Matthias 
Schmidt にる 

「The adoption of 
the EU Non-Financial 

Directive  
in Germany」

http://integratedreporting.org/ir-competence-matrix/ir-training-advisory-group/
http://integratedreporting.org/resource/implementing-integrated-reporting-pwcs-practical-guide-to-a-new-business-language/
https://www.cpacanada.ca/en/business-and-accounting-resources/financial-and-non-financial-reporting/sustainability-environmental-and-social-reporting/publications/evolving-corporate-reporting-voluntary-reporting-briefing
http://integratedreporting.org/news/the-adoption-of-the-eu-non-financial-directive-in-germany/
mailto:info@theiirc.org
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「統合報告」の経済的利益を、
最後発国スリランカを 
通じて検証
スリランカの首相は、統合報告を承認した。同首相は、
Daily Financial Times に寄稿し、そのなかで、「統合報
告」の採用により、海外投資と地元の民間投資の両面で、
スリランカの魅力を強化できたと語っている。Hon Ranil 
Wickremesinghe 首相は、この記事の中で次のように記
している。「統合報告の学習と採用は、間違いなく企業部門
の利益となり、投資家やステークホルダーへの報告書はよ
り有意義なものになるはずです。これにより、外国からの直
接投資や現地の民間投資を考えている皆さんにとって、わが
国はより魅力的な投資先となるはずです。」

同首相はこれに先立ち、「Integrated Reporting Awards 
2015」において、Institute of Certified Management 
Accountants of Sri Lanka's Excellence（スリランカ
公認管理会計士協会）について記しており、この表彰式は、
インド、バングラデシュ、パキスタンを含む地域全体から参
加者と講演者が出席する重要なイベントとなった。

Institute of Certified Management Accountants（公
認管理会計士協会）が主催するこのイベントは、スリランカ
の Maithripala Sirisena 大統領による講演とともに開会し
た。大統領はその際に、スリランカの繁栄のために、金融
の規律化の必要性を強調しつつ、会計士は不正や汚職を減
らすために、果たすべき重要な役割を担っているとの所信を
表明した。カンファレンスに先立ち、大統領は以下のように
記している。「スリランカが、『統合報告によるビジネスの回
復』に関わる今回のカンファレンスから多大な利益を得られ
ることに疑う余地はありません。これはわが国の企業家た
ちにとって、報告分野のイノベーションに追随してゆくため
の方法が明解に示される、素晴らしいプラットフォームとな
ることでしょう。」

大統領はさらにこう続ける。「私は、International 
Federation of Accountants（IFAC、国際会計士連盟）
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皆様を 
「統合報告」への旅に誘う 
インサイドストーリー
Black Sun と IIRC は本日、「統合報告」への移行を進めて
いる組織のインサイドストーリーを希望する組織に向け、新
たな資料を公開した。2014 年、Black Sun と IIRC は、「統
合報告」を採用している回答者の 92% が統合報告によって
価値創造に対する理解が促進されたと回答し、87% が財
務資本の提供者による組織の戦略への理解が深まったと答
えているという調査結果を発表した。そして今回は、そうし
た調査の背景にあるストーリーを、企業報告分野の先進組
織へのインタビューを通して発表しようとしている。

同資料には、世界11カ国から 27の企業・組織を選び実施
した深みのあるインタビュー記事とともに、さまざまな事業
部門や組織のタイプが共感できるストーリーが掲載されて

の会長や、国際統合報告評議会の Director、および南ア
フリカから参加する専門家等の、統合報告における重要な
権威である皆様のご出席により、同プログラムは、非常に
活気に満ちた生産的なイベントになると確信しています。」

International Federation of Accountants（国際会計
士連盟）の President である Olivia Kirtly 氏は、同イベ
ントの基調講演で、「IFAC は統合報告を長期にわたり支援
してきた輝かしい歴史を持っています」と語り、こう続けた。

「統合報告の進化により、会計士の専門性を、組織的な強
みと経済的成功に導くのに役立つでしょう。」

「Integrated Reporting Award」の優秀賞は、「統合報
告ビジネス・ネットワーク」参加企業で、「統合報告」の多年
にわたる支援企業でもある Diesel & Motor Engineering
社が受賞した。同社は、「フレームワーク」開発に際し、ト
ライアルとフィードバックを実施する「IIRC パイロットプログ
ラム」への参加を通じ、「国際統合報告フレームワーク」の
開発に貢献した。

http://integratedreporting.org/wp-content/uploads/2015/07/The-Integrated-Reporting-journey-the-inside-story.pdf
http://integratedreporting.org/wp-content/uploads/2015/07/The-Integrated-Reporting-journey-the-inside-story.pdf
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いる。それぞれのストーリーは、独自の理論的根拠や課題、
利点を含んでいる点でユニークであり、初めての統合レポー
トを制作中の組織から、「統合報告」に向け順調な移行途
上にあり、すでに何冊もの統合レポートを発行済みの組織
等へのインタビューも含まれている。

「統合報告」への旅に出発した組織からのメッセージとは、
組織内の異なるチーム間のよりよい内部コラボレーションを
確立し、部門ごとの閉鎖的なサイロ思考から脱却し、より生
産的な環境と効率性の向上を実現することこそが重要であ
る、ということだ。また、組織の重要問題にリンクした KPI
の精緻化こそが、パフォーマンス・マネジメントの向上につ
ながるとの指摘もある。同報告書は、「『統合報告』を計画
している組織に向けたひとつの一般的なアドバイスとは、ま
ず始めてみる、ということです。会社が統合思考に向かって
動き出せば、自ずと『統合報告』がともなっていくはずです」
と述べている。

企業報告分野の先進組織に学びたい人たちに向け、IIRC の
ウェブサイト上でこうしたインサイドストーリーを下記リンク
にて提供中。

integratedreporting.org/resources

IIRC の 
これまでの取り組みを 
見逃してしまった皆様へ・・・
IIRC および多くのパートナー機関はこれまで、「統合報告」
の実践を支援するための数多くのプログラムや資料を開発し
てきた。例えば、「統合報告ネットワーク」では、「統合報告」
の原則と実践を採用している先駆的な組織を一堂に集めて
おり、「統合報告 Example Database」では、「統合報告」
に取り組んでいる企業の事例を世界中から収集・掲示してい
る。

また、「コーポレート・レポーティング・ダイアログ」を通じ、

http://integratedreporting.org/resources/
http://integratedreporting.org/ir-networks/
http://examples.integratedreporting.org/home
http://integratedreporting.org/corporate-reporting-dialogue/


together trends, research, market
views and case studies on <IR>
Tomorrow's Business Success - a
guide for Chairmen, CEOs and CFOs,
enabling them to consider how <IR>
can help the future success of their
business
Building the Business Case and
Realizing the benefits of <IR> - the
impact organizations have reported
on their journey towards <IR>
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企業報告の分野で著名な 8 つの組織が協働で Landscape 
Map を発表し、その中で、統合報告のレンズを通して 8 組
織それぞれのフレームワークや基準、関連要件等を一望で
比較対照できる資料を提供している。

現在利用可能なその他の資料は以下の通り。

● 「Creating Value Series（価値創造シリーズ）」・・・
「統合報告」に関するトレンド、研究調査、市場の意見、
ケーススタディ等を参照可能

● 「Tomorrow’s Business Success（将来の事業の
成功）」・・・「統合報告」が事業の将来の成功にどの
ように貢献するかを検討できる Chairmen、CEO、
CFO 向けガイド

● 「Building the Business Case（事業事例の構築）」
および「『統合報告』の利点の実現」 ・・・「統合報告」
への取り組みが組織に与えたインパクトの報告

http://corporatereportingdialogue.com/
http://corporatereportingdialogue.com/
http://integratedreporting.org/resource/creating-value-board/
http://integratedreporting.org/resource/tomorrows-business-success-2/
http://integratedreporting.org/resource/tomorrows-business-success-2/
http://integratedreporting.org/wp-content/uploads/2012/11/BUILDING-THE-BUSINESS-CASE-FOR-INTEGRATED-REPORTING.pdf
http://integratedreporting.org/wp-content/uploads/2014/09/IIRC.Black_.Sun_.Research.IR_.Impact.Single.pages.18.9.14.pdf
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